































や感動を味わいながらも、一方では発見してしまった責任の重さに悩む若者達の姿があることを知りま た。発見者 鈴木茂さんは《迷っている》という言葉でその時の心境を語ってくれました。発見したこと、出会ったことが蝶にとっても人間にとっても喜びでありこの先の幸せに繋がるなら良いけれど、そうでな としたら発見したことは大きな不幸を生み出したことに って まう、という悩みでした。その《迷い》の深さ 私は心を打たれました。
作品のテーマはこの時決まりました。 《自然と人間の




















































そして、二年間で《地底へ》 、 《あしたは天気》 、 《雨ふ








い。劇と言えば、文化祭で取り組む演劇のみである。しかし、この期間限定 予算も限られた枠の中でもよそに負けない立派な作品ができないだろうか。北海道が抱えてきた政治的社会的問題を中学生が演じ、訴えることができた らば、それは間違い く学校としての財産となり、生徒の大きな自信に繋がり活力の源となるだろう。そう考えて取り組んだのが菅村敬次郎著「あしたは天気」戯曲集 ら 作品だ。そして今年、そ演劇活動が三年目を迎え 。一作目は「地底へ」 、二作目に「ここ 幸子の家です」こ 年は菅村先生自ら来斜里し、観覧いただいた。もちろんど素人の演劇を満足頂いたわけではない。しかし努力を認めていた いた先生の度量の大きさに感服したのを覚えている。一年生から菅村脚本で育ってきた生徒も子供っぽさが抜け、それなりに役者と て成長してき 。今年は脚本集から何を選定しようか思案し が、相変わ ず決断力がない。こうなるとすぐに師匠を頼ってしまう人任せの自分。自信がな から仕方ないと言い聞かせ菅村先生に電話をかけた。する 「発見～アポイ 夢～」の公演が来週あると言う。菅村先生自身も同行するの話だった。これは願っても い。公演場所の様似町は位置的に斜里からは遠く、七時間以上は かるだろうが実際に先生が薦める演劇を生で拝めるのである。遠くて大変だからと気遣う先生 よそに遠征 準備を進めた。公演が行われ のは地域の公民館 きところ。休日だが、町を挙げての催しだったらしく、町内の小中学生が大勢詰めかけていた。今回は劇中に作者の先生自身も登場するという。内容は昆虫研究会の北大生が珍しい蝶を見つけ天然記念物に指定されるのだ
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徒の一人が高校から本格的に演劇の世界で生きていきたいと願いこの四月から札幌山の手高校へ 進学が決まった。同校には、道内屈指の演劇指導者・中禰先生が らっしゃる。そ 門を叩くこと なったのである。
今後も生徒の人生に飛躍の契機 示唆し、将来へ前
進させてい ような演劇活動 この斜里で続いてくれればいい、そう心から願 て る。
また、斜里中学校の保護者、小暮千秋氏からの「三年
間の『菅村作品』と息子」という文章も紹介しましょう。
「今日、 学校で土下座した」夕食時、 息子の言葉にびっくりして箸が止まる。 「何か悪さを？」 「まさか、いじめ？」問いただすと、演劇の一シーンだ いう。そ 息子の土下座から始まるというではないか。そんな大役！しかも土下座！つい心配になって、 「ちょっと、やって
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れない充実した一冊でした。教育委員会生涯学習課主幹（社会教育担当）の児玉正敏氏の手による編集。とくに、Ａ４版一杯を使って書かれた英文の説明文に驚きました。なんでここに英文かと思ったところ、❶アポイはジオパークになったから世界からお客さんがやって来る とくに登山の愛好家は皆《世界中の山を登りたい》と思っている。彼らは必ず つかはアポイへ来てくれる。この文章がどこかで眼に止まり、様似へくる切っ掛けになれば嬉しい。❷様似の小中学生の英語教育が始まった。その英語教材になれる内容だ。何度もヒメチャマダラセセリと教室で出会い、英語も上達するし郷土愛も生まれて来る。とのことでした。素晴らしい教育、素晴らし 方法・発想だと思います。ここで学んだ子供達が成長 、アポイ山頂お花畑への案内人になる日が待たれます
様似の児玉主幹、斜里の伊藤先生、これら若々しい行
動力とエネルギーに満ち 方々と出会えた《様似公演→斜里公演》でした。
北海道の自然を守る次世代への橋渡しがしっかりと出
来つつあります。
